
∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞

S  は L ) 叡D 百ご σD S  F  X  S
∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ oo∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞

本書はSFXを 初めて使用される方のためにかかれています。

O最 初に
本機
汚婚玄万甚者銹京爆塔縁P斎督ケュ最耀あ羊螢佼点腰T皇静洛浄な?壕手霊季P卜菅争奪F越雪夢ど錬

ります。

晏畳談を9層韻雪盤岳ま;g督骨こF安導告局景が呂督まぞ桝云本を常密宮営S君3卑☆是督私手
O最初にスペシャルモードにします。

MONキ ーを押して、ピッという音と同時に、C車が表示されれば、スペシャル状態にすでになつています。
スペシャル状態でない場合は、以下の操作により、スペシャルにしてください。

□十□十□十 + HOLD => 。 5Eヒ ー  の 表示となる(暗証番号)

この時、ATIS ROMカ ー トリッジが挿入されていれば、自局の免許番号はその免許番号になります。

O安心ロックをセッ トします。ス
だ義喜告ぶ婿森瞥会↓i智安貴多ヽ打拭憲倉炭善基どと手ヨ与:無

線機としての機能を停止します。

REMOTE

モニター、レディ中でも、リセット状態になります。

◎最初から、使用できるスペシャル機能。

1,モ ニターに移る際、CH表 示をします。  例 、

2,モ ニターから、PTTを 押すことにより、割り込み送信できます。

3, 5分 、1分の通話制限はありません。ただし、相手の局が通話制限状態になつたとき、相手局だけリセットして
しまわないように、表示パネルの、1-MIN,LOCALの ランプに注意してください。

4,リ セッ ト、モニター、レディ、送信中のどの状態からでも、メモ リー、群番号の打ち代えがで きます。

5, 0か ら9の 数字以外の特種文字番号が、打てます。
"C"に

続 く次のキーです。

□=>□ HOLD =>睡
∃

C A L L = > □

= > 睡

到

HOL? 十 => 群 番号表示

マイクの REM

|  ヨ 5 ダ ウンモードの 35CH

= > 睡

∃

[0]十[E]+[三]+[三]十[E]+[E]=>日R tt R日

マイクの END

例 GBの 真っ黒群番号

6,リ セット状態の時、マイクのリモー トキーにより、すべてのメモリー、及び、特種群コードの呼び出し力式できます。

呼び出される順序は、メモリー0=>1=>2=>..9=>P一 CODE=>H― CODE=>L一 CODE
=>A― CODE=>B一 CODE=>E一 CODEの 順です。

7,呼 び出し、着信の時、群番号とCHを 交互に表示します。

8,モ ニター、レディ、送信中に、CHの 確認ができます。 "CALL"キ ーを押すと、表示されます。

r
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O 数 字キーについて

数字キーは、ノーマルの場合、待ち受けの設定、解除をダイレクトに入力するために使用されました力式、

SFXで は、完全 16面 待ち受けのため、キーが足りずに、別方法となつています。

数字キーについては、G ttS FXに準じています。

臣ヨ
から

睡∃
のキーには、CH及 びモードを動かす機能があります。

□から回のキーには、リザープに関する機台があります。

キーパネルの各機能

現在のCHよ り
lCHダ ウン

□

現在のモードより
+1モ ードアップ

□

現在のCnよ り
+lCHア ップ

□

現在のCHよ り
ハーフCHダ ウン

□

現在のモードより
-1モ ードダウン

□

現在のCHよ り
ハーフCHア ップ

□
リザープを
ひとつ戻す

□

リザープを
呼び出す

□

リザープを
ひとつ送る

□
リザープに
記憶させる

□ □ □

GESFXで は、CHの アップダウンに、マイクのキーカま使用できませんでしたが、GttSFXで は、

可能になつています。そのほかの機能的な面は、殆どG ttS FXと同等です。

こんなつかいかた

CHが 、ハーフづつ移動できることを利用して、他の無線機が周波数がずれていた場合、

基準となる周波数より、高いのか、低いのか、簡単なチェックができます。

ただし、SFXの 周波数を、きちんと合わせておく必要があります。

購入された販売店で定期的に点検されるとよいでしよう。
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◎ HOLDの 機能一覧表

HOLD +臣
ヨ

+睡
国  = ON→

スキャンスピー ド高速

HOLD 十
臣∃

十
睡∃  = ON→

全モードスキャン

HOL受+□+□ =

HOLD 十[二]+匡∃ =
HOLD 十[三]+匠∃ =
HOLD +睡

∃
+睡

∃  =

HOLD +睡
∃

十
睡∃  =

HOLD +陸
∃

+睡
∃  =

HOLD 十[Ξ]+睡∃ =
IHOLDIキ[E]十[三]=
HOLD +睡

∃
十

睡∃  =

H O L D  十
[ : ] +匠 ∃  〓

HOLD +匠
∃

+匠
ヨ  =

HOLD 十[二]+睡∃ =
HOLD +睡

∃
+睡

∃  =

H O L D  +匡
∃

+匡
∃  =

HOLD 十
睡∃

HOLD +睡
∃

ON→ メモリースキャン

ON→ 空きCHス キャン

ON→ 全モード待ち受け

ON→ スペシャルサーチ

ON→ リザープ機能ON

ON→ 全群番号リザープ

ON→ PTTリ コール1分

ON→ PTTリ コールいつも

ON→ 多群番リコール

ON→ タィマーリコール

ON→ 受信感度低減

ON→ 送信出力低減

ON→ ローカルモード

ON→ 1分通話モード

ON→ ATIS信 号カット

ON→ 群番解読

ON→ 制御CH妨 害

OFF→ スピード低速

OFF→ 単一モードスキャン

OFF→ 順番CHス キャン

OFF→ 使用CHス キャン

OFF→ 単一モー ド待ち受け

OFF→ 普通のサーチ

OFF→ リザープOFF

OFF→ 一致した群番だけリザープ

OFF→ PTTリ コールなし

OFF→ 1分以上握つていれば
リコール

OFF→ 普通のリコール

OFF→ 普通のリコール

OFF→ 受信感度最大

OFF→ 送信出力最大

OFF→ 制限なし

OFF→ 制限なし

OFF→ ATIS信 号出る

OFF→ 群番解読しない

OFF→ 妨害しないHOLD +匠
∃
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HOLD 十
[:]

HOLD 十
睡∃

HOLD 十
睡∃

HOLD +匹
□

HOLD tt HOLD 十
睡∃

から
睡∃

HOLD + HOLD + HOLD

HOLD tt HOLD +匝
玉憂∃

HOLD tt HOLD + CALL

HOLD +匹
茎憂ヨ

HOLD tt CALL

HOLD tt REMOTE

HOLD +

HOLD 十
睡憂:∃

ON→ 80CHモ ード

切断信号の送信 (ただし、

目覚し時計機能

OFF→ 158CHモ ード

通話CHの み可能)

MIC END

= ON→ タィマーカット OFF→ タイマー動作

= 群 番号ヨピー

= 免 許番号吸い取り

= 自 局の免許番号表示

= 相 手の免許番号表示

ON→ 全群番号待ち受け  OFF→ 待ち受け群番号だけ

ON→ 免許番号待ち受け  OFF→ 群番号の待ち受け

= 死 んだふり機能

=  n O L D か ら抜ける

=  H O L D か ら抜ける
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O HOLD の 操作方法 そ の2 HOLD+1～ 4に ついて

○ 例

HOLD に 続いて、1～ 4の キーを押しますと、今まで F と 表示されていた部分が、数字に変わります。

本機は、機育扮☆増えたため、HOLDl～ 4は 、二段設定になっています。
HOLD l～ 4ま で、それぞれに、1～ 4の セットを設定しています。

HOLD +匝
∃

=>  !

↑
HOLDを 押しただけでは、F の 表示だつた左の楠に、1～ 4の 数字が表示されます。
この時、二回目のキーを受け付けます。また、RESETキ ーで中止できます。

HOLD  =>  F       =HoLD+5～ 8は 、セット な し

匝∃     =>   |       =HOLD+1の
なかは、セット な し

□      =>   | |       =HOLD+1+1 が 、セット さ れた

睡∃     =>  || ヨ
    =HOLD+1+3 カ 式、セット さ れた

□     =>   |  ヨ
    =HOLD+1+1 が 、解除 さ れた

回   =>  群
番号表

干   =HOLDの
作業から抜けた

上記のような操作手順により、HOLD2段 セットを行ないます。

◎ ス ペシャル機能をすべてOFFと する。
先程と同様に、スペシャル機能をまずOFFに してから使用されるとよいでしょう。

I H O L D I 十□
= > l i F ヨ

「

回      => 群
番号表示

HOLD キ
|:∃

=>|ヨ 1宮ヨЧ
I   = HOLD 2の 中の場合も同様にイ予ないます。

以上の操作を、HOLD+3,4に ついてもおこないますと、取り合えず、
設定解除のできるスペシャル機能については、すべてOFFと なります。

上記と同様に、1つのキーの中に、
4つの機青勤ミセットされるようになっています。

= HOLD lの 中のどれかが表示されている場合、
そのキーを押して表示を消します。

= HOLD lの 中がすべて消えたところで、
RSTキ ーで、HOLDを 抜けます。

↓

つ
づ
け
て
操
作
し
ま
す
↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓
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◎ CHに ついて

キー操作によるCH設 定の場合は、01CH～ 158CHま で、可能です。

(モニタースキャンの場合は、02CH～ 158CHま でです。)

ただし、制御CH(01CH)の 送信はできません。また、モード 5,6,7は 、極度に周波数が離れているため

無線機本体の性能により、送信できない場合があります。また、送信していても、安定した電波であるかは不明です

このため、この周波数帯での送信は、極力行なわないでください。終段パワーモジュールの故障の原因ともなります

◎

◎

モー ドの切り替え

モードの切り替えは、
 睡 ∃

または、
 睡 ∃  の

キーを使用して瞬時に切り替えられます。

操作は、リセット中、モニター、レディ、送信中、いずれからでも可能です。

CHの 切り替え

1

2

3

4

5

6

ダウンモード

Wダ ウンモード

一― トリプルダウンモード

フォースプライベートモード

ファイブプライベートモード

シックスプライベートモード

一
―

十

一
Ｔ

現在割り当てなし

自動車電話がぼちぼち

使用中

C Hの 切り替えもモードと同様、
圧三ト ロ

、
□

、
□

のキーで瞬時倒 り替えられます。

◎ 最 近の900MHz帯 の様子

パ
棄ヒ3を書雪こと言母ュ言覇雪雷畳督ig号言客嵐暑糧録景つぶ縁』ぞ景8暑含軍告写岩書i置法轡暑;朝車電話
冒普警ぶ耳讐緩ヤ喜消娼浮密墨をか伊学ポ じ縄 鋼 鶴 とぃぅことです。
また、アップモードにあたる、MCA局 の加入数も、相当伸びているようです。

鳥字を最ち柔査?慕晶こマ密二革督早よと写F曇だ宅とF兵ニサ)析ほiが喜准ご告省穫?た暑あ晶び¥与採ら。

あえて、OFFバ ンドは、送信禁止状態にはしません。いつでも電波は出る。その時になって

出ないのでは話にならないとおもいます。ただ、どこで使うかだと思います。

各自十分自覚をもって、この、G ttS F Xを運用してください。

モード0-一 ノーマルモード 9 0 3 ～ 9 0 5 M H z

9 0 1 ～ 9 0 3 M H z

8 9 9 ～ 9 0 1 M H z

8 9 7 ～ 8 9 9 M H Z

8 9 5 ～ 8 9 7 M H z

8 9 3 ～ 8 9 5 M H z

8 9 1 ～ 8 9 3 M H z

8 8 9 ～ 8 9 1 M H Z

ノーマル

7 - どん底モード
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*新 モー ドについて * 1 8 0 /
1 、 _ ハ

新モー ド 158CHは 、以下のCH配 列となっています。  11581

1280SFX

109

一一‐‐ｈ
1 1

: : 王亜王E 亜亜 硬 □

1 25F茂1 2 6 1 阿
5 1

2 7
|

|
1 0 6 1

281
107|

一

|      |

3 5 1 1 1 4 1

土上三」

4 8 1 1 2 7

5 9

126

138

1上鯉 |

坐 11列1嘘11例|

|ヨ::ii:i:ii:ii:li:!:::::!:!i:|:i!!!::i:i:i:il

「王臣i臣ヨ剰:五ヨ
孔軒京「

蔦    ]

1 5 2 1

|  ― |   |―
―

「

上ヱ上生産二上上堅■|
5 7

136
|

5 8 1 1 3 7 1

|   1 72「下
~|

1 1 5 0 1  1 1 5 1 1

|     |

1 7 7 1
1 7 8 1
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◎ M キ ーの機能一覧表

□十□から□

日+HOLD十□から□ =

□+匝至い□から□

匹ヨ
+ CALL +[至

□
から

睡∃  = メ
モリー0か らメモリー9の 待ち受け設定、解除

□
+ C A L L + □

□
+ C A L L 十

□

□
+ CALL + HOLD

臣:1+ CALL tt CALL

□
十 C A L L 十

ロキ[宝坐生二:生」

□+

MIC REMOTE

= メ モリーの指定及び呼び出し

チャンネルメモリーの書き込み

チヤンネルメモリーの呼び出し

P一 CODEの 待ち受け設定、解除

H― CODEの 待ち受け設定、解除

L― CODEの 待ち受け設定、解除

A― CODEの 待ち受け設定、解除

= B一 CODEの 待ち受け設定、解除

MIC END = E一 CODEの 待ち受け設定、解除

M I C  R E M O T E キ12回 のキー入力 = 免 許番号の書き換え

ＰＥ

禅

枠

よ

録

，

甑

闘

巴

ぃ

◎ MON キ ーのCH指 定方法

CALL キ ーの機能

リセット状態では、自動呼び出し そ の他の状態では、CH表 示
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◎

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

リザープメモリーについて

り
魯富を含縁はこS零を言雷骨暑|:せ云岳言:尋

Fチ手空)芸宅;呈讐罷博季荒恵「嘉?是崖あbF含涙警垢

リザープできる数は、8個 までです。9個 目を入れますと最初の 1個が消されてしまいます。

群
〕ゑ楊,こ々チど岳言岳旨者脅普8g予母吾岳毒皆密二母〕々皆暫覇嘉;に、また、

リザープメモリーの使い方としては、以下の4と うりがもっとも便利と思われます。

1、 リセット待機中、呼ばれた群番,CH,モ ードを記憶して、リセット状態を続ける。

2、 り
権

と
ぅ管讐電と

群番解読で、次々表示される群番をためておき、希望の群番号のところまで、

3、モ
そ呂慕撃戸る掛Pモ至ド差築階じぞF安質多いル寧二妻磐品国営F番

を見つけたら、

4、 自分であらかじめ、リザープメモリーに記憶しておき、そのCH間 を自由に行き来する。

以下に、それぞれの機能の組み合わせ方法を例として記します。
なお、スペシャル機能は、すべてOFFの 状態からセットするものとします。
また、群番号の、メモリー及び、待ち受けの設定はされているものとします。

O

01,リ セット中の留守番鶴能

まず、タィマーは動作させます。

自動 リザープ機能を、ON に します。

以
サを予I張患湛農析ま与伊

機すれば、

02,リ セット中の群番戻し

自動リザープ機能を、ON に します。

(CUTの 表示の場合は
再度行なう。)

HOLD +匝
ヨ  =>   L―

□同

HOLD +[三]+[三]=> =  ヨ
自動的に呼び出しを受け30秒 後にその群番,CH,モ ードを記憶し

HOL占 +[二
]十 [E]=>IF ヨ |

全群番号リザープ機能を、ON に します。
[HOL51+睡 ∃

十
睡∃

=> =  ヨ
T

群番号解読機能を、 ON に します。 HOLD +睡
∃

=> F B

以上をセットしてリセット待機すれば、次々表示されてくる群番号を、後戻りさせて、そのCHに 行くことが
できます。ただし、9個以上前の信号は戻せません。

のキーを押すことにより、たまっていた群番号が表示されます。

r
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03,ス ペシャルサーチリザープ

スペシャルサーチ機能を、ON

自動 リザープ機能を、ON に します。

群番号解読機能を、 ON に します。

にします。 HOLD +[:]+[至
]=> ヨ

 =

HOLD 十[三]+[三]=> ご ヨヨ

HOLD +睡
∃

=> F B

以上をセットして、モニターサーチをかければ、待ち受け群番と、同じ群番のCH,モ ードを
記憶して行きます。なお、リセットをかけるまで行ないますので、出かけている間に、仲間のいるCHを

調べておけます。

◎ リ ザープメモリの仕組み

リザープメモリーには、0～ 7ま でのナンノヽ―がついています。

リザープメモリーは、そこにデーターが書き込まれると、自動的にナンバーを一つ進め、
次のデーターに備えます。

のキーで、出入できるリザープを一つ戻します ↑

のキーで、使用中の状態を、リザープします
  ¬ _

のキーで、リザープを呼び出します       「
←

のキーで、出入できるリザープを一つ進めます ↓

cI  ェ D の 表示がされます。

◎ リ ザープを呼び出す

普通の状態で、□と睡∃のキーを押すと、

□
と

□
のキーで、呼び出したいリザープN o .ま たは、群番号が表示された時に、

□
のキーを

押します。すると、リザープされていたCHに 移ります。また、PTTを 押すと、自動的に

リザープされていた群番号になっています。

通話が終わって、リセットしますと、リザープを呼び出す前の群番号にもどります。

リザープを呼び出しても、0～ 9の メモリーは、壊されることはありません。

|
1

リザープ関係の操作を行なつた場合、

これは、現在、中央に表示されたナンバーのリザープに入出力可能という意味です。

のような表示が出て、群番号が出ます。
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◎ リ ザープに記憶させる

ここでは、自分の希望する群番,CH,モ ードを、指定したリザープに記憶します。

A  ま ず、機械が勝手にリザープ機能を動作させないように、自動リザープを止めておきます。

B

C

D

固定モニター 十 一一一

サーチー時停止中 ― 一

レディ

サーチ中

固定モニター 十 一一―

サーチー時停止中 ― ―

レディ

サーチ中

―

‥

―

―

ト

HOLD+□ +□ … ・ =>コ IP Ч  醐 肖えるようけ る

とti□のキーを押して、すきなNo.にする。
適当な群番号,CH,モ ードにする。

記憶させたいリザープNo.に する。

のキーを押す。=>リ ザープNo。 を表示して、群番号表示に戻る。

以
を稼と筈E密釜雪を暑告ぞ宮縁爵3瞥岳:をそ、 睡∃のキーを押せば、

O 各 状態による、マイクのキーの機能

マイクのREMOTE,及 びENDの 機能は、無線機の状態により、変わります。

R E M O T Eキ ー

リセット メモリー呼び出し

-lCHモ ニター

そのCHを 固定

連続リコール

ー1モード

死んだふりHOLD機 能中

EN Dキ ー

リセット +lCHモ ニター

リセット

サーチ続行

リセット

+1モ ード

HOLD機 能から抜けるHOLD機 能中

サーチの一時停止中とは、MONの ランプが点滅している状態で、
タイマー叉はATISの 信号を待つていて、つぎのCHに 移動する状態のことです。

- 1 1 -



9,リ セット状態の時、CALLに 続いてキーを押すことにより、すべてのメモリー、及び、特種群コードの
自動呼び出しができます。

CALL => E     十
区∃

から
睡∃

までのキー =>そ のメモリーされている群番号で呼び出し

C A L L  = >  E     十
[ E ] = > [ E E 二 : ここヨ]

CALL => E    十[ヨ]=>[二二二三二ニヨ]
CALL => E    +[亘

蔓亜∃
=>匡

正三亘∃

C A L L  = >  E     十
日

= > [ 三
二: 三ここヨ]

マイクREMOTE

マイクEND

C A L L = > E  + 〓> b― EOd  Bコ ー ド (F0009)

C A L L = > E  + => E― ⊂0ど   緊 急通信用  (FF000)

10,す べてのメモリー、特種群番号の、待ち受けセット、解除が、独立して行なえます。
Mキ ーに続いて、CALLキ ーを押しますと、待ち受けのセット、解除のモードに、なります。

巨ヨ
+ CALL => PHLRb  例 とし

ド誰繁 す澤ぢ
震雷暑!格 置を曇≧活長;亀 3と 岳iのこの状態から、1か ら9までの数字キーを押すと、数字キーのランプ
どがセットされます。点燈した状態で、その、メモリーに記憶されている群番号の待ち受け

メモリー0の待ち受けの場合は、C― MEMの ランプが点燈、消燈します。

また、特種群番号の場合は、下記の要領で設定します。

匹ヨ
+ CALL +区

∃
=> P

[E]十
 CALL tt HOLD =>   L

[王]十
 CALL + CALL =>    自

マイクREMOTE

+  C A L L  +

日
+ C A L L 十 =>     b  bの 部分が、点燈、消燈します。

=> T― LIMの 赤いランプが、点燈、消燈します。

いづれの場合も、点燈した状態で、待ち受けセットとなります。

また、自分で最後に表示した群番号は、上記の操作に関係なく、常に待ち受け状態となります。

メモリー0か ら、メモリー9まで、特種群番号6種類で、あわせて、16局 待ち受けです。

交通情報用群番号 (F0000)

高速道路通信用 (F0003)

近接車通信用 (F0005)

Aコ ー ド (F0006)

Pの 部分が、点燈、消燈します。

Hの 部分が、点燈、消燈します。
匝∃

+ C A L L  +匹
ヨ

=>   H

マイクEND

Lの部分が、点燈、消燈します。

Aの 部分が、点燈、消燈します。
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11,群 番号解読の時、表示された群番号を、
コピーしたい群番号が表示されたら、

自分のメモリーにコピーすることができます。
以下の操作を行ないます。

「弱
十 HOLD => E□ PJ  キ

区∃
から

睡∃
のキー (0の 場合)=> E□ P」 □

12,CHの 指定が、キー入力により行なえます。

例 50CHにセットする。  ロキt:ヨ+l亜□十[璽重憂∃=> B  58

この例では、メモリー0に 、コピーしていますが、以前に記憶されていたメモリーは、消されます。
消してもいいメモリーナンバーを選んで押してください。雑用メモ リーをあらかじめ決めておくとよいでしょう。

例 123Cnに セットする。

CHが 2楠 の場合、キー入力も2楠で行なえます。

3,チ ャンネルの、メモリー、呼び出しができます。
G ttS FXは 、10個 のチャンネルメモリーを持っています。

Oメ モリーする。
まず、記憶させたいCHに 、セッ

例 100CHに セットする。

卜します。

□+□十□+□+区∃=>B I己ヨ

□
+ HOLD => 予 Eと 一一  十

[二]=> 5Eと

― |

回
=> 5Eと ――  +[:ヨ => SEと 一P

○メモリーしているCHに 移る。 (メモリーを呼び 出す。)
先程、CHメ モリー 1に入れた、 100CHを 呼び出してみます。

[E]+[EEl王]=> 5Eと――  +[二]=> □  188
また、CH設 定と似た方法でも行なえます。CHメ モリー2を呼び出してみます。

□
+i:ヨ +1亜

亜夏∃
=> B  島 □  50CHで モニター状態となる。

ここで注意する点は、CH指 定のときは、2、 または3楠 入力でした力=、1楠入力の場合は、
CHメ モリーの指定と解釈します。

メモリーセット、呼び出しとも、0か ら9までの10CHの CHメ モリーが使用できます。

リセット、モニター、レディ、送信中のいずれの場合からでも、CHの 移動が瞬時に行なえます。
また、設定した時のモードも同時に、記憶しています。CHメ モリー呼び出し時にも、そのモードに
自動的に移ります。

CHメ モリー1に、記憶します。

100CHが CHメ モリー 1に
セットされました。

通話していた50C H力 C` Hメ モリー2に
セットされました。

100CHで モニター状態となる。

□+□+□+□+区∃=>B配
100CHで モニター状態となります。その後、例として、

また、通話状態 (レディ)の とき、
以下に示す方法でも行なえます。

そのCHを メモリーしておきたい場合には、上記操作のほかに、
(50CHで 通話していたとします。)

r
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HOLD + HOLD => E8PJ   +匝
玉憂∃

=> -88□ □

右記のように、3回 にわけて表示されます。
どうやら、私の機械には、ATIS ROMが
入っていないようです。

15,相 手局の免許番号の表示
受信した、ATIS信 号の中の、免許番号を表示させます。

自局の場合と同様、3回 にわけて表示されます。
この人は、ちゃんとATISの 中に免許番号が
あるようです。でも少しおかしいかな??

吸い取つた免許番号を、表示します。
先程の、ちょっとおかしな免許番号を、いただきました。

17,免 許番号を作る!!
自局の免許番号をつくりだしてしまいます。

マイクREMOTE

16,相 手局の免許番号を吸い取る
受信した、ATIS信 号の中の、免許番号を、自局のものにしてしまいます。

14,自 局の免許番号の表示 現在使用している自局の免許番号を、表示させます。

↓
 -0□ DB

↓
 _00□ □

IHOLDI十
 HOLD => EDPJ  + CALL => ~ ibE d

↓
 ― PP iЧ

↓
 _ヨ ЧRヨ

HOLD +LHOL呈
」

=> E8PJ   + HOLD => ~ ib Ed

↓
 _gョ IЧ

↓
 _ヨ ЧRヨ

□十 =>~  十 □十□十回+□=>匡夏∃
=>―  十 □十□十□十□=>睡重ヨ

=>―  +[豆]+[三]十[ヨ]+臣亜∃=>睡墓∃
これで、免許番号は、1234567 89ABC と なりました。

キー入力の際のアルファベッ ト入力は、群番号の場合と同じです。
お互いに、G ttS FX同 士ですと、電話番号なども、1回のATIS信 号で送れます。

各自、活用方法などを考えてみてください。

18,免 許番号で待ち受ける
リセット中、自局の免許番号と同じ局にだけ呼び出しを受け付けます。

HOLD キ  CALL =>  RLi 5 セ ット (再 度の操作で、ノーマル)=> 群 番号表示

群番号には関係なく、ATISの なかの、免許番号だけに答えます。
あらかじめ、相手の免許番号を吸い取つておくか、記録しておいて免許番号を打ち込んでから使用 して
ください。なお、免許番号で待ち受けしている時は、他の待ち受けは無効となります。
また、全群番待ち受けがセットされている場合は、そちらが優先されます。
この表示は、モニターや、レディ状態から、リセット状態になった時に表示されます。

!!、 なお、くれぐれも、悪用しないでください。
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O HOLD の 操作方法 そ の 1

HOLD  を 押しますと、

HOLD+5～ 8に ついて

のセット、解除、及び確認ができます。

19,ATIS信 号のカット
PTTを 握った時、

こ君買た香賓?径督9警婚↓、ギ?毒雷よFつて
います。

離した時、1分 に1回送信されるATIS信 号を止めてしまう機能です。

HOLP 十[:ヨ
=> F5    セット HOLD 十

睡∃
=> F     解 除

セットされていても、リコールの時は送信されますので、呼び出しはできます。

20,群 番号の解読
受信したATIS信 号の中の、群番号を表示させます。

22,80CHモ ー ド、 158CHモ ードの切り替え
呼び出しや、モニターの際のスキャンの幅などを、80CHモ ードにするか、158CHモ ー ドにするかを
めます。

◎

HOLD ttt:ヨ=>IF 5  ]セット HOLD 十
[三]=> F     解

除

21,制 御信号の妨害
制御CHに 妨害を与える機能です。一般の制御CHで の無変調と違い、信号の上にだけ混信を与えますのて

抱え再枚督彊岳各&↑4笠あうじ多み侵晶こ零偏
している側への妨著です。動作させるとよくわかりますか
ます。そのたびに短い無変調を送信しています。

なお、リセットの状態でだけ機能が動作します。

HOLD +|:ヨ => F  q  セ ット HOLD +匿
∃

=> F     解 除

HOLP 十
IE]=>IF   百 ]80CH   HoLD +[E]=> F      15 8CFi

23,全 群番号の待ち受け
呼び出し、リコールを行なっているすべての信号に対して、受付をおこないます 。

HOLD 十
[璽至玉∃

=>  RLL  セ ット  HOLD 十
匝玉憂∃

=>  5UR  解 除

鬼許番号待ち受けと同時にセットした場合、全群番号待ち受けの方が優先されます。

スペシャル機能
SFXを 早
そこで、

HOIP

↓

回

をすべてOFFと する。
く使いこなしていただくためには、
すべての機能をOFFと してから、

=> F5Bq日

操作され?讐賛煮著3督督ン
ていただくことと思います。

= 5～ 8の どれかが表示されている場合、
そのキーを押して表示を消します。

= 5～ 8の すべてが消えたところで、
RSTキ ーを押しますと、HOLDの
操作から抜けます。

r

=> 群番予表示
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24,ス キャンスピー ドの切り替え
モニターサーチのスピードを変えます。セットで約80CH/3秒  解 除で約 80 CH/12秒 です。

HOLD+□十回 =>||| |

25,連 続モードの切り替え
モニターサーチの時、1回 りしてCHの 最初になると、モー ドを一つ進めます。
これにより、すべてのモー ドがつながったようになり、サーチを行ないます。

HOLD+□+□ =>[iご |
26,メ モリースキャン

CHの 順番のスキャンではなく、CHメ モリーのスキャンを行ないます。
G ttS FXには 10個 のCHメ モリーがありますが、CHメ モリーについては、 12,項 を参照ください。
連続モードがセットされている場合、各モードごとの各CHを サーチしてゆきます。
解除の場合は、各CHメ モリーが記憶しているモードに、順次切り変わります。

HOLD+□+□ =>!| ヨ|
27, 空きCHサ ーチ

スキヤンを空いているCHで 止めるようにします。

多ラ主丁>穿T縁需基思善ヤ程指培ある晋響比ま宮曾ども看う
HOLD十

回
+□ =>|I Ч

I

28,全 モー ド待ち受け
すべてのモー ドの制御CHを 、リセット中に高速にスキャンしながら待ち受けします。一度に8っ のCHを 聞いている訳ではないので、着信率は悪化します。
全モード待ち受けをしている局を呼び出す時には、連続 リコールを使用してください。

HOLD +[三
]十 [二] => 門

29,ス ペシャルサーチ
モニターサーチをする際に、受信した局と、自分の待ち受けを比較しながら行ないます。
信号の入感するCHで は、30秒 問ATIS信 号を待ちますが、信号が受信で きなければ、次のCHに
サーチを続けます。信号が受信できたなら、群番号を確認し、待ち受けと違えば、次のCHへ 移ります。

IHOLDI十 [三]+[二 ] =>  = P

30, 自動リザーブ機能
本機には、群番メモリー、CHメ モリー、の他に、リザープメモリーを持つています。
リザーブメモリーとは、群番、CHの メモリーとは独立して、群番とCHを ペアでメモリーしておけます。
ここでは、自動的にこの_メモリーに機械の判断でデーターを記憶させてしまう機能です。
以下の (一致群 ・全群)機 台旨と組み合わせて使用します。

HOLD 十[三]+[こ] =>  P  ヨ
なお、次に示す全部、一致群番号のリザーブ機能は、この機台抑ミセットされて始めて使用できます。

リザーブメモリーは、全部で8個ありますが、9個 目を記憶させると、1個目がきえてしまいます。
別項目に、リザープメモリーについての詳細を記していますので、そちらを参照ください。

で使用している場合、また、
ます。
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31,全 群番号リザープ

音君!晶器普務害言宮轡書骨3を号畳号を号そ魯章格じ喜撮まま学ま
ツト中、スペシャルサーチ中に受信

れている群番号と一致した信号だけを、言己憶してゆきます。

HOLD +[三]十[二] =>
H桜
農】gを需tをある筆た揚島学葛どどふ各雪督

しますと、群普解読で次々と変わってゆく群番号を、
文増r。

32 , P T Tに よる自動 リコール

次庭黒手子腎¥存野雪と吊勢字写上論議と亀検晶転う撃警あ卒〔以下の項目と組み合わせて使用してください。
H O L D  十

[ 三] 十 [ 二]  = >   ヨ
|

最雫あ義違客じ曾塀eFごあ〉昇専二経掘潔裏k!3招た告各警増爆e塘揺,こサョ=竹をしま事夕
。

HOLD 十
[:]+[二 ] =>  ヨ

IP

33,多 群番一括リコール
待ち受け指定をしている群番号を、すべてリコールする機能です。待ち受け設定は、10,項 に記して

岳み邑事8革,ま子協3と奇輝弟ぢ亮心&になります。
IHOLDI+[E]+[三]=> ヨ ヨ

34,タ ィマーリコール
通話中 (レディ)、 自動的に、3分間ごとにリコールを打つ機能です。

T O L ? +□+□=> L _」
35,受 信感度低減

無線機の受信感度を低下させる機能です。遠距離からの混信がある場合などに有効です。

HOLD +[:]+臣
ヨ  =>  Ч

l     〓 > RXL の ランプが点燈

36,送 信出力低減
無線機の送信パワーを下げる機能です。遠距離へ妨害を与えている場合などに有効です。

HOLP +腫
ヨ

十
睡∃  =>  Ч  F    => TxL の

ランプが点燎

37,ロ ーカルモー ド

遷諌事零揮毒喬ぎ亮蜜学テ

~ド で呼び出します。呼び出された相手は、自動的に受信感度、送信出力低減状態

耳
OLコ

 十 [:∃
キ

|:□  =>  Ч
  ヨ    => LOCAL の ランプが点燈

38,1分 通話モード
通話する相手を、1分通話モードで呼び出します。ただし、自局は、1分たつてもリセットしません。

F

TOL? 十睡ヨ十睡∃ =>

-17-
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○ そ の他のHOLD機 能

39,切 断信号
セットしている群番号で、切断信号を送信します。ここでいう切断信号とは、自局に暗証コー ドのない場合の

ことです。晴証コードが判らないため、すべてに該当するコードを送信します。
送信終了まで、約、2分 間かかります。

HOLD +i重ヨ=>  EUL  =>[亜聾萎憂菱∃ TX振紀言経蚕ぜだ智営:Sメ
ーターが

また、通常の切断信号 (通話状態から、自局と同じ暗証コー ドを持つ局だけをリセットさせる)を
送出する場合には、本体側の、ENDキ ーを、1秒問以上押します。

この場合は、自局の持つている暗証コードのみで送出します。

40,動 作音の変更
キーの受付動作音の大きさを変えます。HOLDに 続いて、0の キーを数回押すことにより、
大、小、消しの状態が、交互に現われます。

HOLD十
□

+□ +.… ・=>F H.匡
王 ヨ

・
匡 王 ヨ

動作音大    動 作音小

41,目 覚し時計
ノーマルにもある目覚し時計の機能です。操作方法も、同じです。

動作音消

HOLD +[E]=> 88-□□ +区∃+[E]十睡∃+区∃+[E]=> 88-□□
上記の例では、8時間後に、ビービーという音を発して、時間になつたことを知らせます。

また、表示が、点滅状態になっていた場合は、停電がありましたので、時間が狂つているということです。

42,タ イマーカット
この機能は、単にタイマーを止めるだけではなく、使用状況に応じて、機台秒ギさまざまに変化します。

HOLD キ
1亘∃

=>  EUヒ   タ イマーカットON (再 度でOFF) 回

A,呼 び出し、及び、着信の時
タイマーカットがセットされている場合は、補足 (呼び出しや、着信で、表示が点滅している時)の
後、自動的にレディモードになります。

タイマー動作セットの場合には、30秒 間、補足状態のあと、リセットします。
また、この間に、HOLD,REMOTE,PTTな どで、レディモードに固定することもできます。

固定モニターの時  (固 定モニターとは、CH指 定や、リセットより、1回目のモニターキーでなる状態)
タイマーカットがセットされている場合には、リセットしない限り、そのCHに います。

タイマー動作セットの場合には、なにも受信しなくなってから、15分 間たつと、自動的にリセットします。

モニタースキャンの時
タイマーカットがセットされている場合には、入感のあったCHで 、固定モニターに移ります。

タイマー動作の場合には、入感のあるCHを 、30秒 間傍受し、続けて次のCHに スキャンを続行します。
ただし、スペシャルサーチとは違い、ATIS信 号を受信しても、すぐにCHが 変わることはありません。

(スペシャルサーチがONに なつていれば、ATIS信 号の判断を行ないます)
この場合 も、HO L D , R E M O T E , P T Tに より、 CHを 固定す ることがで きます 。

B ,

C ,

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ
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D,モ ニターから、群番一致の場合には、15分 間の補足状態があります。
タイマーカットがセットされている場合には、補足状態のあと、レディモー ドに移ります。

タイマー動作の状態で、なおかつ、スペシャルサーチがONの 時には、15分 間の補足状態のあと、
スキヤン状態に戻ります。

タイマー動作の状態の時は、15分 間の補足状態から、固定モニターに移ります。
なお、固定モニターでは、無信号状態のとき、15分 間でリセットしますので、なにかの間違いにより、
呼び出された時でも、トータル30分 間でリセットに戻ることになります。

E,リ セットから、PTTや 、CALL+な にかのキー で 通話CHに 移る時
タイマーカットがセットされている場合には、特に変化はありません。

タイマー動作の状態では、1回目の発呼信号は、送信しません。しかし、2回 目にPTTを 押す時に、
だけ、PTTに よる自動リコールを行ないます。

この機能により、たまたま開いたCHが 使用中であっても、そのままリセットすれば、
不要な呼び出しを減らすこと力`できます。

43,特 種オプション群番号
新モードの機種には、新たに、A,B,H,L,P,Eな どを頭文字にした特種群番号がもうけられて

いますが、実際には、そのような文字のコードの信号が出ている訳ではなく、すべて、数字の
'0'か

ら、
アルファベットの

'F'ま
でのコードで送られています。

そこで、G ttS FXで は、勝手に空きのコー ドに、コー ドネームをつけてしまいました。

F0001 => N一 CODE十 一一

F0002 => Y― CODE― ――

F0004 => r― CODE十 一一

F0007 => T― CODE一 一―

F0008 => G一 CODE― ―一

F000A => U― CODE― ――

F000B =>  ― coDE一 ――

F000C => C― coDE― ――

F000D => d一 cODE… ……                               ,

F000E => F― CODE一 ――

↑各自で好 きなコー ド名をつけてください ↑

これ らの群番号は、あらか じめメモリーにある訳ではな く、そのコー ドに該当する群番号を打ち込むと、     '
上岳このように表示されるものです。

入力例

F F 0 0 0  = >  E 一 C O D E

F 0 0 0 0  = >  P 一 C O D E

F 0 0 0 3  = >  H 一 C O D E

F 0 0 0 5  = >  L ― C O D E

F 0 0 0 6  = >  A 一 C O D E

F 0 0 0 9  = >  B ― C O D E

メモリーさせるNo. MIC END+ [ ∃ + 十[E]十[E]十[E]十腫司

嶋
鶴
眠
津

□十

末尾に該当する部分に、0～ Eの 文字にあたるキーを押せば、上記に記してあるコードが表示されるはずです。

特に、Y― CODEな ど、どんな通信目的に使用されるかは、推して知るべし。

大いに利用してください。また、他の機種では当然表示されませんので、あまり意地をはらないように,,,

このような構成になっています。
規則性としては、先頭が

'F'で
あること、

E― CODEを 除いて、中が
'000'で

ぁること
のようですが、まだ空きがあります。
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